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市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
皆

さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
。

平
成
十
三
年
十
二
月
末
現
在

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
市
の
台
所
事
情
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

平成13年12月末現在の

IIIp？｜，fがJl？？府TL胆km：ノ
※平成13年12月末現在での予算の執行状況です。予算現額とは、当初予算額に

　

補正予算額と前年度からの繰越額を加えたものです。

一般会計

　

市の基本的な歳入・歳出を経理する会計で民生費、

教育費、土木費などの経費が計上されています。

歳入予算現額158億456万円・収入済額101億1，576万7千円

市税の収入状況

歳出予算現額158億456万円・支出済額91億2，239万円



⑤別会計

　

市が特定の事業を行うときに、一般会計と区分して経理

し、その特殊性を明らかにするため設けられています。

企目会計

下水管埋設工事の様子

平
成
大
野
屋
事
業
な
ど
に
評
価

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

一
月
十
六
日
、
市
が
平
成
十

三
年
度
の
地
域
づ
く
リ
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
人
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に
展

開
し
た
地
方
公
共
団
体
な
ど
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成
十
三

年
度
は
全
国
で
四
十
三
団
体
が

受
賞
。
当
市
は
「
平
成
大
野
屋

事
業
」
な
ど
が
評
価
を
受
け

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
分

野
の
「
産
業
経
済
部
門
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

平
成
六
野
屋
事
業

　
　

「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
「
市
と
同
じ
姓
を
持
つ
大
野

さ
ん
を
大
野
市
に
招
待
し
て
は

ど
う
か
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が

寄
せ
ら
れ
、
平
成
八
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
平
成
大
野
屋
事
業
。

　

こ
の
事
業
は
幕
末
の
大
野
藩

が
、
直
営
店
「
大
野
屋
」
を
全

国
展
開
し
て
財
政
危
機
を
救
っ

た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
、
全
国
の

「
大
野
姓
」
を
持
つ
人
を
「
支

店
主
」
と
し
て
委
嘱
し
、
当
市

の
情
報
発
信
な
ど
を
行
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

現
在
、
全
国
で
五
十
四
人
が

当
市
の
歴
史
文
化
や
観
光
な
ど

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
平
成
大
野

屋
事
業
で
行
っ
て
い
る
「
平
成

大
野
屋
ま
つ
リ
（
市
民
と
支
店

主
の
交
流
）
」
の
開
催
や
、
支

店
主
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
会
や
高
校
野
球
親

善
試
合
な
ど
の
成
果
に
加
え

「
観
光
拠
点
施
設
平
成
大
野
屋
」

の
整
備
や
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
「
㈱
平
成
大
野
屋
」
の
設

立
な
ど
「
平
成
大
野
屋
」
に
ち

な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。



沢謳第呂廻］大⑤市景観賞

　

市
が
募
集
し
て
い
た
「
第
三

回
大
野
市
景
観
賞
」
が
こ
の
ほ

ど
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
景
観
賞
」
は
平
成
九

年
か
ら
二
年
に
一
度
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
建
築
物
や
工
作
物

な
ど
を
対
象
と
し
た
「
建
築
部

門
」
と
、
環
境
美
化
や
保
全
な

ど
景
観
の
維
持
向
土
に
携
わ
る

個
人
や
団
体
を
対
象
と
し
た

「
活
動
部
門
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
十
月
の
募
集
期

間
中
、
自
薦
他
薦
を
合
わ
せ
十

八
件
（
建
築
十
六
件
・
活
動
二

件
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

選
考
は
実
施
要
綱
の
規
定
に
基

づ
き
、
都
市
景
観
審
議
会
で
書

類
選
考
や
現
地
視
察
な
ど
を
行

い
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
「
景
観
賞
」
と
し

て
建
築
部
門
二
件
・
活
動
部
門

一
件
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
市
街
地
中
心
部

に
お
い
て
、
景
観
に
配
慮
し
た

建
築
に
対
す
る
評
価
が
伯
仲
し

た
こ
と
や
、
審
議
会
の
中
か
ら

も
今
後
の
住
宅
建
築
に
お
け
る

方
に
同
性
を
示
す
事
例
で
あ
る
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
急
き
よ
建
築
部
門
で
「
奨

励
賞
」
を
設
定
し
、
二
件
を
選

考
し
ま
し
た
。

高井博正氏宅（門・塀）
所在地平渾領家15－8

　

この門は、もともと明治時代以前

に建築されたものですが、老朽化の

ため平成13年に改築されました。

　

改築にあたって、材料には門の古

材を積極的に利用、色彩についても

新しい建築物に見えることをなるぺ

く抑え、隣接する蔵の壁面などとの

調和を考慮しています。

　

敷地内にある既存の建築などと調

和を図った点や、古材を積極的に用

いた点が評価されました。

建築部門2点景m

筒井馥氏宅（住宅）
所在地元町10一17

　

この住宅は平成13年に新築されたもの

です。建物が寺町通りに面していることか

ら、正面や側面に出格子を設けるなどの配

慮が行われています。

　

またエアコンの室外機など、屋外に置＜

設備についても格子で見えにくくするエ夫

が行われています。さらに建物の色彩を茶

系とすることで、周りの建築物との調和を

図っています。

　

大野らしい景観を、日常生活を犠牲にす

ることなく新築で行った点が評価されまし

た。



回で脂 活動部門1点
柿ヶ嶋区

　　

「花と水のきれいな柿ヶ嶋」をキャッチ

フレーズに、地域の活性化や景観形成に取

り組んでいる柿ヶ嶋区。

　

地区内を流れる旅塚川に鯉のぼりを掲げ

たり、地区内の小公園・JRの駅舎づ可川

周辺の一斉清掃を行ったり、またまちづく

りに関する視察研修に自主的に出かけた

り、これらの活動内容を会報「柿ヶ嶋ふれ

あい通信」にまとめたりなど積極的に活動

しています。

　

地域全体で意識を共有し、近年失われつ

つある区民の結束を強めながら積極的で継

続的な活動に取り組んでいることが評価さ

れました。

東二番町家住宅（集合住宅）

所在地元町5－6

　

この建築物は平成13年に、特定優良

賃貸住宅として整備されたものです。

布川博雄氏により建築されたこの共同

住宅は、現在、市が一括借上げを行い、

公営住宅として活用しています。

　

この建築物は、出格子や越前かわら

などの設備、木目調や落ち着いた色彩

など、鉄筋コンクリート造でありなが

ら周辺環境への配慮が行われたものと

なっています。

　

このような旧城下町における鉄筋コ

ンクリート建築の方向性を見出した点

が評価されました。

匠員 建築部門2点

松田架彦氏宅（住宅）
所在地本町9－16

　

旧城下町に位置するこの建築物は、

平成11年に建てられたもので、所有

者が従来から居住していた建物の横に

増築されています。

　

軒の高さは現代の生活を考慮したも

のとなっていますが、色彩や出格子、

かわらぶきなど、外観を周辺環境や既

存の建築物と調和させています。

　

このような旧城下町における増築に

対する建築の方向性を見出している点

が評価されました。



大
野
ら
し
さ
を
次
世
代
へ

『
景
観
特
選
お
お
の
』
に
3
8
点

　

将
来
に
残
し
て
い
き
た
い
と

思
う
「
大
野
ら
し
い
」
建
築
物

や
自
然
な
ど
の
景
観
を
、
平
成

十
三
・
十
四
年
度
の
二
年
間
か

け
て
市
が
認
定
す
る
「
景
観
特

選
お
お
の
」
。
平
成
十
三
年
度

は
、
主
に
市
街
地
を
対
象
に
募

集
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
建
築
物
（
個
人

住
宅
・
公
共
建
築
物
・
寺
社
・

店
舗
・
看
板
な
ど
）
や
自
然
な

ど
の
景
観
、
三
十
八
点
を
「
景

観
特
選
お
お
の
」
と
し
て
認
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

認
定
し
た
景
観
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
の
発
刊
物
へ
の
掲
載

な
ど
を
通
じ
、
広
く
一
般
に
紹

介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
今
回
認
定
す
る
以
外

に
も
、
市
街
地
に
は
ま
だ
多
く

の
将
来
に
残
し
て
い
き
た
い
景

観
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
に
調
査
を
行
い
「
景

観
特
選
お
お
の
」
に
加
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「景観特選おおの」平成13年度認定分
j，五十音順？

朝倉義景の墓・公園・清水（泉町・風景）

朝日屋菓子店（元町・建物）

石灯寵（本町・風景）

岩治勉氏宅（本町・建物）

㈱宇野酒造（本町・建物、看板）

宇野忠雄氏宅（元町・建物）

梅田修一郎氏宅（本町・建物）

越前大野城（城町・風景）

大亀屋（本町・建物、看板）

尾崎敏夫氏宅（E！月倫町・建物）

御清水（泉町・風景）

帰山安夫行政書士事務所（城町・建物）

かべくらや（本町・看板）

火防堤跡（E狗倫町・風景）

川崎陶器店（明倫町・看板）

旧内山家（城町・建物）

郷土歴史館（城町・建物）

源平酒造㈱（要町・建物、看板）

山王池（日吉町・風景）

サンパレス国時（国時町・建物）

JR越前大野駅（弥生町・建物）

市道法務局南線（城町・風景）

辰水書芸院（E月倫町・建物）

杉山魚店（本町・看板）

ぜにや呉服店（E月倫町・看板）

曹源寺（明倫町・風景）

大門屋（元町・建物）

田村精二氏宅（城町・建物）

南部酒造場（有）（元町・建物）

西渾春栄氏宅（明倫町・建物）

布川博雄氏宅（元町・建物）

百間堀跡（城町・風景）

本願清水（糸魚町・風景）

松山稲穂氏宅（本町・建物）

元町会館（元町・建物）

柳廼社（城町・風景）

やなぎや薬局（元町・建物、看板）

山元醤油味［］曽醸造元（元町・建物、看板）

2001年

Ｓ
一
叢
麗
1
0
S
‐
‐
I
I
I

～
第
I
位
は
「
ホ
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
」
オ
ー
プ
ン
～

　

皆
さ
ん
か
ら
投
票
い
た
だ
い
た

2
0
0
1
大
野
市
政
1
0
大
ニ
ュ
ー

ス
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

投
票
総
数
は
3
0
1
票
。
残
念

な
が
ら
今
回
は
、
1
0
項
目
の
的
中

者
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
順
位
と

得
票
数
は
次
の
通
り
で
す
。
多
数

の
投
票
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

1
位
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
オ

　

ー
プ
ン
（
2
8
1
票
）

2
位
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
2
1
世

　

紀
ス
タ
ー
ト
（
2
5
8
票
）

3
位
奥
越
運
転
者
教
育
セ
ン
タ

　

ー
落
成
（
2
5
1
票
）

4
位
大
野
市
東
二
番
町
家
住
宅

　

が
完
成
（
2
1
5
票
）

5
位
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
ス

　

タ
ー
ト
（
2
1
2
票
）

6
位
公
民
館
な
ど
で
大
野
市
－

　

丁
学
習
講
座
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
9
9
票
）

7
位
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画

　

始
ま
る
（
1
9
2
票
）

8
位
三
番
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な

　

ど
市
街
地
に
公
園
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
9
1
票
）

9
位
1
0
年
ぶ
り
に
大
雪
積
雪
1

　

封
超
え
る
（
1
8
6
票
）

1
0
位
大
野
高
校
跡
地
で
文
化
財

　

の
試
掘
調
査
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
7
2
票
）

1
1
位
ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ま

　

ち
づ
く
リ
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
6
4
票
）

1
2
位
市
役
所
の
座
席
表
と
職
員

　

の
名
札
に
顔
写
真
（
1
5
6
票
）

1
3
位
奥
越
防
災
基
地
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
9
票
）

1
4
位
地
下
水
保
全
へ
砂
利
採
取

　

に
関
す
る
協
定
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
3
7
票
）

1
4
位
亀
山
周
辺
整
備
に
向
け
懇

　

話
会
と
推
進
会
議
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
3
ワ
票
）

1
6
位
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
郵

　

便
局
と
協
定
締
結
（
9
7
票
）



申告
市県民税

所得税
早めに済ませましょう

・・■Ir－I「■‾凰工エー圃一皿．．I・ニ・・■－■・I・＝●－－皿＝
二J・I川にlr．｀重工W・＝工r●Iし

　

今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
け
付
け
は
、
い
ず
れ
も
二
月
十
八
日

⑥
に
始
ま
り
三
月
十
五
日
②
で
終
了
し
ま
す
。
申
告
に
必
要
な

書
類
や
証
明
書
を
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

嚇
鴎
欝
輔

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
二
月
中
旬
に
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

同
時
に
行
政
区
ご
と
の
詳
し
い
申

告
日
時
や
会
場
な
ど
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

平
成
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、

大
野
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た

人
ま
た
は
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

・
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

　

や
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の

　

所
得
が
な
い
人
（
勤
務
先
か
ら

　

市
あ
て
に
給
与
支
払
報
告
書
の

　

提
出
が
あ
る
事
業
所
に
勤
め
る

　

人
）
を
除
く

・
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

　

賃
・
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収

　

入
が
あ
っ
た
人

※
退
職
金
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先

　

で
分
離
課
税
さ
れ
た
人
を
除
く

忘
れ
が
ち
な
所
得

・
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
人

・
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

の
報
酬

・
年
金
収
人

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

・
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

　

支
払
証
明
書
な
ど

・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
3
）

罰
い
幽
廻
に
同
一

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
八
巳
⑧
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど

で
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
期
限
間

近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
申
告
書

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
者
や
年
金
受

給
者
の
還
付
申
告
は
、
二
月
一
日

②
か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

・
平
成
十
三
年
分
の
事
業
所
得
、

　

不
動
産
所
得
な
ど
の
合
計
額
が

　

所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶

　

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の

　

合
計
額
を
超
え
る
人

…
給
与
所
得
者
で
、
す
給
与
と
年

　

金
を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

　

を
し
て
い
な
い
人
2
給
与
の
年

　

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
1

　

二
ヵ
所
委
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　

た
人
4
給
与
所
得
や
退
職
所
得

　

以
外
の
所
得
額
が
二
十
万
円
を

　

超
え
る
人

…
給
与
所
得
者
で
、
～
住
宅
を
ロ

　

ー
ン
な
ど
で
購
人
し
た
人
2
多

　

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
3

　

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
4
年

　

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
な
ど

申
告
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
を
、
下
の
表
の
と
お
十
ソ
実
施

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
税
務
署
（
豊
6
6
・
2
1
8
0
）

市県民税の申告日程表

月 日 曜日 会場

2 28 木

市役所別館第2会議室

3

1 全

4 月

4 月 （午前）五箇公民館

5 火
下座公民館

6 水

ワ 木
（午前）庄林生活改善センター

（午後）南六呂師集落センタ一

8 金
（午前）乾側公民館

（午後）小山公民館

11 月 富田公民館

12 火
上圧公民館

13 水

14 木
（午前）蕨生集落センタ一

（午後）木本集落センター

15 金 阪谷公民館

受付時間

午前9時～11時30分、午後IE時～3時30分

　

当日、給与所得者や年金受給者の所得税

還付申告も受け付けます。

確定申告

自分で書いて、お早めに！

所得税確定申告の相談日（土日は休み） 受付時間：午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

農業所得 営業・その他所得

相談会場 相談日 相談会場 相談日

JAテラル越前本所 2月21日（木）・22日（金）・25日⑧～2ワ日（水）大野税務署 2月18日⑧～3月15日（金）

JAテラル越前上庄支所 2月18日⑧～20日（水） 大野市役所 2月28日（木）～3月4日⑧
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鎧ル

WT擢菌について

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
生
物
兵
器
と
し
て
話
題
に

な
っ
て
い
る
炭
疸
（
た
ん
そ
）
菌
。
今
回
は
炭
疸
菌

に
よ
る
病
気
や
、
万
一
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
し
ま

っ
た
場
合
の
対
応
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
な
の
？

　

炭
疸
病
に
は
、
菌
が
ど
こ
か
ら

体
内
に
入
っ
た
か
で
三
つ
の
症
状

が
あ
り
ま
す
。

　

潜
伏
期
間
は
一
般
に
七
日
以
内

と
言
わ
れ
、
初
期
の
段
階
で
効
果

的
な
抗
生
物
質
を
投
与
す
る
こ
と

で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

肺
炭
疸

　

空
気
中
に
た
だ
よ
う
細
菌
の
胞

子
を
、
肺
ま
で
吸
い
込
ん
だ
場
合

に
発
症
。
風
邪
の
よ
う
な
初
期
症

状
び
見
ら
吋
ま
す
。

ん
だ
場
合
に
発
症
。
虫
刺
さ
れ
に

似
た
、
か
ゆ
み
を
伴
う
発
疹
（
は

つ
し
ん
）
が
で
き
、
そ
の
後
直
径

一
門
か
ら
三
惣
程
度
の
、
中
央
が

黒
い
痛
み
の
無
い
潰
瘍
（
し
ゅ
よ

う
）
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

皮
膚
炭
疸

　

皮
膚
の
傷
□
か
ら
菌
が
入
り
込

腸炭

疸

　

感
染
例
と
し
て
は
非
常
に
ま
れ

な
ヶ
－
ス
で
す
。
菌
で
汚
染
さ
れ

た
肉
を
食
べ
た
場
合
に
発
症
。
吐

き
気
や
食
欲
不
振
、
嘔
吐
（
お
う

と
）
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
見
ら

れ
ま
す
。

ま
す
落
ち
着
い
た
対
応
を

　

炭
疸
菌
が
人
か
ら
人
へ
と
伝
染

す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
万
「
炭
疸
菌
の
粉
が
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
、
吸
い
込
ん
で

し
ま
っ
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
は
発

症
し
ま
せ
ん
。
適
切
な
治
療
を
早

期
に
受
け
る
こ
と
で
、
発
症
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
審
な
郵
便
物
な
ど
を

受
け
取
っ
た
（
未
開
封

●
封
を
開
け
ず
に
連
絡

・
疑
わ
し
い
封
筒
な
ど
は
、
振
っ

　

た
り
、
に
お
い
を
嗅
い
だ
り
、

　

中
身
を
空
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
中
身
が
漏
れ
な
い
よ
う
、
ビ
ニ

　

ー
ル
袋
や
容
器
な
ど
に
入
れ
ま

　

し
ょ
う
。
手
近
に
無
い
場
合
は

　

衣
服
や
紙
、
ゴ
ミ
箱
な
ど
を
利

　

用
し
ま
し
ょ
う
。

・
手
を
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
す
ぐ

　

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
家
庭
用
漂

　

白
剤
や
消
毒
剤
な
ど
は
、
使
っ

　

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

不
審
な
郵
便
物
を
開
け
て
し
ま

っ
た
・
粉
を
浴
び
て
し
ま
っ
た

●
別
の
部
屋
な
ど
へ

　
　
　
　
　
　

移
動
し
連
絡

・
粉
を
掃
除
し
よ
う
と
し
て
は
い

　

け
ま
せ
ん
。
衣
服
や
紙
、
ゴ
ミ

　

箱
な
ど
、
直
ち
に
何
か
で
覆
い

　

ま
し
ょ
う
。

・
そ
の
場
所
に
あ
る
扇
風
機
や
換

　

気
ユ
ニ
ッ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

　

リ
ま
し
ょ
う
。

・
部
屋
に
ほ
か
の
人
が
立
ち
入
ら

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
粉
が
か
か
っ
た
衣
服
は
で
き
る

　

限
り
早
く
脱
ぎ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

　

や
密
封
で
き
る
容
器
な
ど
に
入

　

れ
ま
し
ょ
う
。

・
も
し
自
宅
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま

　

ま
風
呂
場
に
行
き
、
せ
っ
け
ん

　

を
使
っ
て
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う

屋
外
で
不
審
な
粉
を
見
つ
け
た

●
風
上
に
避
難
し
連
絡

・
直
ち
に
そ
の
粉
か
ら
離
れ
、
風

　

上
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
直
ち
に
警
察

に
通
報
し
、
そ
の
後
の
指
示
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
疑
わ
し
い
郵
便
物
な
ど

を
受
け
取
っ
た
、
開
け
た
と
い
う

と
き
に
周
り
に
い
た
人
の
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
警
察
や
奥
越
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
郵
便
物
な
ど
は
、

ま
ず
中
身
が
何
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
先
決
で
す
。
警
察
な
ど

で
必
要
な
指
示
を
受
け
、
粉
の
検

査
・
鑑
定
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。
結
果
や
そ
の
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
か
ら
連
絡
し
ま
す
。
そ
の

前
に
慌
て
て
医
療
機
関
に
駆
け
込

む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

じ
か
に
不
審
な
粉
を
浴
び
た
、

吸
い
込
ん
だ
こ
と
は
無
い
が
、
現

場
の
近
く
に
い
た
の
で
と
て
も
心

配
だ
と
い
う
場
合
は
、
奥
越
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
警
察
、
保
健
衛

生
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

　

ア
ド
バ
イ
ス

冬物衣料の洗濯

　

寒
い
時
期
、
冬
物
衣
料
を
洗
濯
す
る
機
会
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
気
を
つ
け
な
い
と
防
水
性
の

繊
維
製
品
な
ど
を
脱
水
し
て
、
洗
濯
機
が
壊
れ
る
事
故
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ス
素
材

　

温
か
く
て
軽
い
特
徴
を
持
つ
フ

リ
ー
ス
素
材
。
近
年
、
防
寒
着
や

カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
な
ど
に
よ
く

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
か

ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
数
年
前

か
ら
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
原
料
を
使
っ
た

も
の
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
は
表
面
を
起
毛
し
て

あ
る
素
材
の
た
め
、
着
用
や
洗
濯

時
に
よ
る
摩
擦
で
表
面
が
乱
れ
た

り
、
毛
玉
が
で
き
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
ほ
か
、
洗
濯
を
し
た
と
き

に
型
崩
れ
し
や
す
い
と
か
、
色
の

濃
い
も
の
は
色
落
ち
し
や
す
い
な

ど
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
洗
う
場
合
に
は
、
ま
ず

表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
洗
濯
機
洗

い
や
手
洗
い
が
可
能
の
マ
ー
ク
が

つ
い
て
い
る
か
と
う
か
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

表
面
に
毛
玉
が
出
来
な
い
よ
う

フ
ァ
ス
ナ
ー
や
ボ
タ
ン
を
閉
め
て

か
ら
裏
返
し
、
汚
れ
た
部
分
が
外

側
に
な
る
よ
う
に
た
た
み
、
洗
濯

用
ネ
ッ
ト
に
入
れ
ま
す
。

　

洗
う
と
き
は
手
洗
い
コ
ー
ス
な

ど
の
弱
い
水
流
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
色
落
ち
に
備
え
、
色
の

濃
い
衣
類
は
単
独
で
洗
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

す
す
ぎ
の
と
き
に
柔
軟
仕
上
げ

剤
な
ど
を
入
れ
る
と
、
静
電
気
や

毛
玉
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
、
風
合

い
良
く
洗
い
上
が
り
ま
す
。

　

軽
く
脱
水
し
た
あ
と
は
形
を
整

え
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
に
か
け
て
陰

干
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
フ
リ
ー
ス
素
材
は
熱
に
弱

く
型
崩
れ
し
や
す
い
の
で
、
乾
燥

機
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

防
水
性
繊
維
製
品
は
、

　
　
　

脱
水
し
な
い
で

　

防
寒
具
や
ス
半
－
ウ
ェ
ア
、
寝

袋
な
ど
、
防
水
性
の
繊
維
製
品
を

脱
水
し
て
い
る
と
き
に
、
洗
濯
機

が
飛
び
跳
ね
る
・
倒
れ
る
な
ど
事

故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
洗
濯
機
の
中
で
、
防
水

性
の
繊
維
製
品
な
ど
が
脱
水
槽
の

穴
を
ふ
さ
ぎ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
水

を
入
れ
た
の
と
同
じ
状
態
を
作
り

出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

水
が
大
量
に
残
っ
た
ま
ま
脱
水

槽
が
高
速
回
転
す
る
と
、
水
が
大

き
く
片
寄
っ
た
り
急
に
抜
け
た
り

し
た
と
き
に
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

洗
濯
機
の
外
枠
に
ぶ
つ
か
目
ソ
、
洗

濯
機
が
飛
び
跳
ね
た
り
、
倒
れ
た

り
と
い
っ
た
現
象
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
で
「
そ
ば
に

人
が
い
て
け
が
を
し
た
」
「
洗
濯

機
が
ぶ
つ
か
っ
て
周
囲
の
壁
に
穴

が
開
い
た
」
な
ど
の
被
害
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

防
水
性
の
繊
維
製
品
は
洗
濯
機

で
脱
水
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
防
水
性
の
繊
維
製
品

を
脱
水
し
て
い
て
事
故
が
起
こ
ら

な
か
っ
た
の
は
、
た
ま
た
ま
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
た
状
態
だ
っ
た
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

防
水
性
の
可
能
性
の
あ
る
繊
維

製
品
な
ど
を
洗
濯
す
る
場
合
は
、

事
前
に
取
り
扱
い
表
示
を
見
て
、

防
水
性
や
は
っ
水
性
な
ど
の
表
示

が
無
い
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

防水性の繊維製品の例

　

ウェットスーツ、雨

ガッパ、釣り用防水衣

料、自動車・自転車カ

バー、レインコート、

サウナスーツ、アノラ

ック、ス半－ウェア、

寝袋、オムツカバーな

ど

顔生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（U。；）



　

1。〃j毎ふうの

八一ジ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

C硲f司諭il サルビア趣味の会

手
作
り
み
や
げ
で
ふ
る
さ
と
発
信

　
　

「
サ
ル
ビ
ア
趣
味
の
会
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
き
れ
を
使
っ
た
小

物
作
り
や
、
木
々
を
利
用
し
た
り

I
ス
作
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

現
在
の
会
員
は
十
六
人
。
月
に

一
度
、
五
箇
公
民
館
で
例
会
を
開

き
、
家
で
作
っ
て
き
た
作
品
を
見

せ
合
っ
た
り
、
作
り
方
を
教
え
合

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
公
民
館
で
開
か
れ

た
「
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
」
。
不
用

に
な
っ
た
き
れ
や
木
の
つ
る
な
ど

を
生
か
し
た
小
物
作
り
に
挑
戦
し

た
参
加
者
か
ら
、
教
室
が
終
わ
っ

て
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
平
成
十
三
年
に

会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
　

「
出
来
あ
が
っ
だ
作
品
を
見
せ

合
う
と
き
が
、
一
番
楽
し
い
で
す

ね
。
み
ん
な
で
同
じ
も
の
を
作
っ

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
が
あ

り
ま
す
。
見
比
ぺ
て
み
る
と
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
よ
」
と
会
員
の

桜
井
笑
子
さ
ん
。

　

刈
込
池
の
「
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
」
や
特

産
の
「
嵐
カ
ブ
ラ
」
、

「
焼
畑
ダ
イ
コ
ン
」

な
ど
地
域
に
ち
な
ん

だ
作
品
作
り
を
心
が

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

出
来
あ
が
っ
だ
作

品
は
、
玄
関
先
に
飾

つ
た
り
、
知
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す

る
ほ
か
、
平
成
大
野

屋
の
店
頭
に
「
五
箇

の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
手

作
リ
み
や
げ
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
も
ら
い
、
低
価
格

で
販
売
し
た
り
も
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　

「
こ
れ
か
ら
も
自

分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で

地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
楽
し
そ
う
に
小
物
作

り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

μ乃刎9偉

　

図書館＠濠

『なんで

　　　

英語やるの？』

　

今
回
は
昭
和
四
十
九
年
に
発
行

さ
れ
た
づ
な
ん
で
英
語
や
る
の
？
に

を
紹
介
し
ま
す
。
約
三
十
年
前
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
現
在
で

も
十
分
に
通
用
す
る
内
容
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
九
年
間
暮
ら
し
た

後
、
昭
和
四
十
年
に
帰
国
し
た
著

者
は
、
あ
る
日
知
り
合
い
か
ら
頼

ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
と

い
う
高
校
生
の
英
語
の
発
音
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
校
生
の
発
音
を
聞

い
て
み
る
と
、
何
を
話
し
て
い
る

の
か
一
つ
の
単
語
も
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ

と
を
き
つ

か
け
に
、

日
本
の
英

語
教
育
に

疑
問
を
も

つ
よ
う
に

な
っ
だ
著

者
は
、
小

学
生
に
英

語
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

英
語
を
話
す
に
は
、
細
か
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
よ
り
も
、
ま
ず

主
語
を
は
っ
き
り
と
意
識
す
る
思

考
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
た
著
者
は
、
子
ど
も
た
ち

に
漫
画
を
描
か
せ
た
り
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
物
事
を
表
現
さ
せ
た
り

と
型
破
り
な
方
法
で
教
え
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
数
年
後
に
は
、
こ

の
教
元
方
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

大
学
生
や
社
会
人
ま
で
が
教
室
に

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
英
語
は
以
前
に
も
増
し

て
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
世
界
で
は
、
情
報
の
約
八
割
が

英
語
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

四
月
か
ら
は
、
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
に
よ
り
、
小
学
校
で
も
英
語

を
学
ぶ
機
会
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

英
語
に
限
ら
ず
何
か
を
学
ぶ
こ

と
で
、
自
分
で
考
え
る
力
や
自
ら

が
学
ぶ
力
を
に
同
上
さ
せ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

『なんで英語やるの？』

中津燎子著午夢舘



電子メールで市民提案E-mailyamabiko@city.ono.fukui.jp

ちょっとおしえて

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

Q

　

子
ど
も
が
大
学
を

卒
業
し
、
四
月
か
ら

就
職
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
加
入
し
て
い
る
国
民
健

康
保
険
と
国
民
年
金
で
必
要
な
手

続
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

　

こ
れ
ま
で
国
民
健

康
保
険
・
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
た
人

が
、
会
社
の
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金

そ
れ
ぞ
れ
に
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

届
け
出
は
、
該
当
す
る
日
（
就

職
し
た
日
な
ど
）
か
ら
十
四
日
以

内
に
、
関
係
書
類
を
添
え
て
市
役

所
市
民
課
の
担
当
窓
□
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
に

　

加
入
す
る
場
合

・
保
険
の
喪
失
日
が
確
認
で
き
る

　

も
の
（
事
業
所
の
発
行
す
る
証

　

明
書
な
ど
）

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い

　

る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
の

　

被
保
険
者
証

・
年
金
手
帳

・
印
か
ん

●
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
を

　

脱
退
す
る
場
合

・
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
国
民
健

　

康
保
険
の
被
保
険
者
証

・
保
険
の
適
用
日
が
確
認
で
き
る

　

も
の
（
新
た
に
も
ら
っ
た
社
会

　

保
険
な
ど
の
被
保
険
者
証
ま
た

　

は
事
業
所
の
発
行
す
る
証
明
書
）

・
年
金
手
帳

・
印
か
ん

　

手
続
き
が
遅
れ
保
険
料
な
ど
が

未
納
入
と
な
っ
た
場
合
、
ま
と
め

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
課
長
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　
　

（
a
6
6
・
1
1
1
1
）
国
保
係

　
　

（
内
線
4
5
7
）
年
金
係
（
内

　

線
4
5
5
）

認仇侃奇唸

全
国
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
靴
部
門
入
賞

稲
津
八
智
代
さ
ん
（
ト
九
成
南
六
呂
帥
）

　

南
六
呂
師
の
稲
津
八
智
代
さ
ん

は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
福
井

文
化
服
装
学
院
の
一
年
生
で
す
。

昨
年
十
一
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
の
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
「
台
東
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ザ
ッ
カ
2
0
0
1
」
の
靴

デ
ザ
イ
ン
部
門
で
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
か
ば
ん

や
靴
と
い
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑

貨
産
業
が
盛
ん
な
東
京
都
台
東
区

が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
度
は
靴
や
帽
子
な

ど
五
部
門
に
、
全
国
か
ら
三
千
点

以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
デ
ザ
イ
ン
画
は
、
女

性
用
の
赤
い
水
玉
模
様
の
ブ
ー
ツ
。

足
首
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
の
部
分
に

取
り
付
け
た
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な

布
が
、
歩
く
た
び
に
揺
れ
る
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
歩
く
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ

う
な
明
る
い
感
じ
を
心
が
け
ま
し

た
。
靴
の
デ
ザ
イ
ン
は
初
め
て
だ

っ
た
の
で
、
入
賞
し
た
こ
と
を
聞

い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
」

　

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
絵
を
書
く
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
稲
津
さ

ん
。
高
校
生
の
と
き
に
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い

と
思
い
、
今
の
学
校
へ
の
進
学
を

決
め
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
目
標
は
自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し

て
作
っ
た
服
を
、
た
く
さ
ん
の
人

に
着
て
も
ら
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
ら
し
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
、

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
邑
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
―
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

編
み
ぐ
る
み
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

毛
糸
を
使
っ
て
、
か
わ
い
い
ク

マ
の
編
み
ぐ
る
み
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
3
月
5
日
米
～
2
6
日
四
の

　

毎
週
火
曜
日
（
全
4
回
）
い
ず

　

れ
も
午
後
8
時
～
9
時
3
0
分

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
前
田
こ
ず
恵
さ
ん

対
象
1
5
歳
～
3
0
歳
ま
で
の
人

　
　

（
高
校
生
不
可
）

定
員
先
着
1
5
人

参
加
費
2
0
0
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
5
号
ま
た
は
6
号
の
か

　

ぎ
針
と
並
太
の
毛
糸
上
房
（
2

　

色
の
編
み
ぐ
る
み
を
作
り
た
い

　

人
は
2
房
）

申
込
締
切
日
2
月
2
5
日
旬

そ
の
他
定
員
に
空
き
が
あ
る
場

　

合
、
対
象
を
拡
大
し
て
締
切
日

　

以
降
に
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
勤

　

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・
7

　

2
2
1
）



各種スポーツに汗

り144ぶ￥憑aiaバドダミッij111

　

12月中旬から下旬にかけて地域スポーツ活動活性化

事業のー環として実技講習会などさまざまなイベント

が開かれました。

肺腰F聶一叉汗蕗萍びl惣

jrijl；11Jj111とM
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大先‐がら直捲指導

　

12月28日、大野市出身のプロ野球選手、

正津英志投手（中日ドラゴンズ）による少

年野球教室が、有終会館で開かれました。

参加した約160人のちびっこ選手は目を

輝かせながら、あこがれの選手の指導を一

牛懸命受けていました。

かんじき歩行で自然諒験

　

子どもたちに冬の自然を体験してもらおうと

OASIS（オアシス）協会の「ウィンターカ

ントリースクール」が、1月4日～6日にかけ

て南六呂師を中心に行われました。県内各地か

ら集まった小学生36人が、かんじき歩行やかま

くら作り、雪合戦にスキー教室など盛りだくさ

んの内容を楽しんでいました。

箱詰回底怨榊寥，応T刻課広報広聴係a66・1111



話循回也場
緊急対策で全頭に識別摺

　

牛海綿状脳症（BSE）の緊急対策として、1月

8日から牛の耳に識別標を装着する作業が、南六

呂師の畜産業者の牛舎などで始まりました。これ

は、牛の出生から死亡までの履歴を把握すること

で、病気などが判明した場合に迅速な対応が取れ

ることを目的に行うものです。3月末までに、県

内の牛ワワ00頭すぺてに取りつけられる予定です。

9全願い繭玉飾り

　

人力車グループ「越前こぶし組」が12

月29日、平成大野屋で人力車と保管場所

の清掃作業を行いました。車夫たちは人

力車を磨きあげた後、縁起物の繭玉飾り

に小判や短冊などをつるし、来シーズン

の安全運行などを願いました。

介護保険により理解を

　　

「介護保険ほっとな寄り合い」が12月22日、

あっ宝んどを会場に行われました。「安心して

老後を送るための介護保険制度の利用」と題さ

れた講演会のあと、利用者の体験発表や医師と

ケアマネ一ジヤ一による無料相談会などが行わ

れました。

太田地係で路線測量

　

中部縦貫道の着エに向け12月中旬、太田地係

（380m）の中心線のくい打ち作業が完了しま

した。これで全体のうち80％の測量を終えたこ

とになります。今後、残る区間の路線測量を早

期に実施し、設計作業に入ります。

文化財を圖がら守れ

　

1月11日、宝慶寺にある重要文化財「旧

橋本家住宅」の屋根雪下ろしが行われまし

た。8人が半日がかりで、この日までに積

もっだ約150yの雪を汗だくになって下

ろしました。
身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

2月

固
定
資
産
税

台
帳
縦
覧
と
路
線
価
公
開

税
務
課

◆
台
帳
の
縦
覧

　

平
成
1
4
年
度
分
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
リ
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
3
月
1
回
章
～
2
9
巳
固
の

　

就
業
時
間
内

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

資
格
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
者
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合

　

は
委
任
状
も
）

手
数
料
縦
覧
は
無
料
、
台
帳
の

　

コ
ピ
ー
は
1
枚
3
0
0
円

◆
路
線
価
の
公
開

　

宅
地
の
固
定
資
産
税
評
価
額
の

算
出
基
礎
と
な
る
路
線
価
を
一
般

に
公
開
し
ま
す
。

公
開
開
始
3
月
1
回
章
～

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

持
参
品
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先
税
務
課
資
産
税

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

2
5
）

消
費
者
生
活

　
　

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

生
活
環
境
課

　

県
と
市
で
は
消
費
生
活
全
般
に

つ
い
て
、
意
見
や
情
報
の
提
供
を

行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
内
容
県
・
市
消
費
生
活
モ

　

ニ
タ
ー

募
集
期
間
2
月
1
5
巳
②
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
生

　

活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
酋

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
4
）

市
税
は
□
座
振
替
で税

務
課

　

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
納
期
の
た
び
に
納
め
に

出
か
け
る
必
要
が
な
く
、
指
定
さ

れ
た
口
座
か
ら
税
額
を
振
り
替
え

で
き
る
便
利
な
制
度
で
す
。

　

金
融
機
関
な
ど
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
替
日
に
残
高
不
足
な

ど
に
よ
り
振
り
替
え
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
後
日
通
知
さ
れ

る
不
能
通
知
で
の
現
金
納
付
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
人

し
て
い
る
人
は
、
申
込
書
に
組
合

長
の
確
認
印
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
税
務
課
収
税
係

　
　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2

　

土国
民
年
金
保
険
料

　

口
座
振
替
に
つ
い
で

市
民
課

　

平
成
1
4
年
4
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
先
が
、
市
役
所
か

ら
国
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
口
座
振
替
で
納
付
し
て

い
る
場
合
、
自
動
的
に
国
へ
納
付

先
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
納
付
日
は
、
当
月
末
か
ら

翌
月
末
日
に
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
（
例
・
4

月
分
は
5
月
末
日
に
振
替
と
な
十
ソ

ま
す
）

　

ま
た
、
金
融
機
関
の
変
更
や
ロ

座
振
替
の
解
約
を
希
望
す
る
場
合

は
、
金
融
機
関
で
直
接
手
続
き
を

行
つ
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

民
課
年
金
係
（
豊
6
6
．
1
1
1

　

1
内
線
4
5
6
）

交通
安全

剱
r

道
路
交
通
法
が
変
わ
り
ま
す

飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な

ど
悪
質
で
危
険
な
運
転
者
に
対

す
る
罰
則
の
強
化
や
、
運
転
免

許
証
更
新
期
間
の
延
長
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
改
正
道
路
交
通
法

が
、
1
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
改

正
点
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

現行 改正

ひき逃げ
　（懲役）3年以下
（罰金）20万円以下

　5年以下

50万円以下

飲酒（酒酔い）
　2年以下

10万円以下
　3年以下

50万円以下

飲酒（酒気帯び）
3ヶ月以下
5万円以下

　1年以下
30万円以下

麻薬等運転
　2年以下

10万円以下

　3年以下
30万円以下

過労運転
6ヶ月以下
10万円以下

　1年以下
30万円以下

無免許運転
6ヶ月以下
10万円以下

　1年以下
30万円以下

共同危険行為等　

（暴走族など）

6ヶ月以下

10万円以下

　2年以下

50万円以下

運転免許証

有効期間

　　3年

（優良運転者　　
5年）

　　　5年

（高齢者、初心者、重大

違反運転者を除く）

高齢者マーク

および高齢者
講習対象者

ワ5歳以上 ワO歳以上

早
め
に
済
ま
そ
う

　

自
動
車
の
検
査
・
登
録

中
部
陸
運
局

　

毎
年
3
月
は
、
自
動
車
の
検
査

。
登
録
申
請
が
集
中
す
る
た
め
、

窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
自
動
車
を
買
っ
た
り
、
譲
っ
た

　

リ
し
て
、
名
義
変
更
を
行
っ
て

　

い
な
い
場
合

・
自
動
車
を
廃
車
に
し
て
、
ま
っ

　

消
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

・
3
月
に
車
検
の
有
効
期
限
が
切

　

れ
る
自
動
車
を
所
有
し
、
引
き

　

続
き
使
用
す
る
場
合

申
請
手
続
き
先
中
部
陸
運
局
福

　

井
陸
運
支
局
福
井
市
西
谷
1

　

丁
目
1
4
0
2
（
豊
0
7
7
6

　

・
3
4
・
1
6
0
0
）



●INFORMATION

赤
十
字
講
習
会
心

家
庭
で
の
看
護
方
法
」

福
祉
課

　

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
高
齢
社
会

に
向
け
、
家
庭
で
だ
れ
で
も
簡
単

に
で
き
る
看
護
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
1
2
日
火
て
1
9
日
火
・

　

2
6
日
米
（
全
3
回
）
午
前
9
時

　

3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所
市
役
所
中
会
議
室

対
象
3
回
と
も
参
加
で
き
る
人

　

受
講
料
1
0
0
0
円
（
既
に

　

テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

　

5
0
0
円
）

定
員
先
着
3
0
人

申
込
期
限
2
月
8
巴
章

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福

　

祉
課
社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
7
2
）

一
健
康
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

市
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
若
葉
会

　

自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
何
を

ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
な

ど
を
体
験
す
る
「
健
康
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
」
。
正
し
い
食
習
慣
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
3
月
3
日
日
午
前
1
0
時

　

3
0
分
～
午
後
1
時

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

会
費
3
0
0
円

定
員
5
0
人

申
込
締
切
日
2
月
2
0
日
本

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
若

　

葉
会
会
長
山
村
邦
代
さ
ん

　
　

（
容
6
7
・
1
3
1
5
）

B
A
B
Y
R
O
O
M

保
健
セ
ン
タ
ー

　

地
域
で
親
子
の
交
流
を
深
め
る

「
B
A
B
Y
R
O
O
M
（
ベ
ビ

ー
ル
ー
ム
）
」
。
お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
2
月
2
4
巳
⑩
（
1
8
日
⑧
締

　

切
）
・
3
月
1
0
り
⑩
（
4
R
1

　

締
切
）
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
身
体
測
定
を
希
望
す
る

　

場
合
は
母
子
手
帳
を
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
保

　

健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）

回
収
し
ま
す
一

古
い
は
が
き
や
年
賀
状

生
活
環
境
課

　

市
と
市
内
の
郵
便
局
で
は
、
地

球
環
境
の
保
護
に
少
し
で
も
役
立

て
よ
う
と
、
使
用
済
み
の
年
賀
状

な
ど
を
回
収
す
る
ポ
ス
ト
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。

設
置
個
所
市
役
所
・
市
内
の
各

　

郵
便
局

回
収
期
間
2
月
2
8
日
困
ま
で

そ
の
他
大
野
・
中
野
・
元
町
の

　

三
郵
便
局
で
は
通
年
設
置

問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課
環

　

境
保
全
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
6
1
）

ご
の
健
康
相
談
事
業

保
健
セ
ン
タ
ー

　

今
回
は
、
学
校
関
係
の
内
容
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
教
育
や

医
療
福
祉
の
関
係
者
は
も
ち
ろ

ん
、
思
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親

な
ど
広
く
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
3
月
3
り
⑩
・
午
前
1
0
時

　

～
午
後
3
時

場
所
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興

　

セ
ン
タ
ー
（
勝
山
市
）

内
容
▼
午
前
の
部
「
学
校
関
係

　

者
の
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
に
対

　

す
る
検
討
会
」
座
長
成
田
義

　

弘
先
生
（
椙
山
女
学
院
大
学
人

　

間
関
係
学
部
教
授
）
▼
午
後
の

　

部
松
原
病
院
の
医
師
、
精
神

　

保
健
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
な

　

と
に
よ
る
無
料
相
談

問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン
タ
ー

　

（
容
6
5
・
7
3
3
3
）

｛
第
1
0
回
市
民
綱
引
大
会

市
綱
引
協
会
｀

日
時
3
月
1
0
日
⑧
午
前
8
時
1
5

　

分
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
し
て
い
る
1
6
歳
以
上
の
人

　
　

（
高
校
生
は
除
く
）

競
技
種
目
男
子
の
部
・
女
子
の

　

部
・
男
女
混
合
の
部

　
　

（
綱
引
経
験
者
は
I
チ
ー
ム
ー

　

人
ま
で
。
男
女
混
合
の
部
は
男

　

女
1
人
ず
つ
可
）

チ
ー
ム
編
成
1
2
人
以
内

参
加
料
無
料

申
込
締
切
日
2
月
荷
け
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
綱
引
協
会
事
務
局
金
森

　

幸
治
さ
ん
（
中
野
町
1
丁
目
1

　

－
巧
容
6
6
・
3
6
9
1
）

一
第
1
0
回
市
ス
ー
パ
ー
ド
ツ
り

ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
2
月
2
4
巨
⑩
午
前
9
時

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
の
小
学
生
（
3
年
生

　

以
上
）

参
加
料
1
人
1
0
円

種
別
小
学
5
・
6
年
男
子
の
部

　

・
全
学
年
混
成
の
部

定
員
各
部
先
着
化
チ
ー
ム

準
備
物
上
履
き
な
ど

申
込
締
切
日
2
月
8
日
章

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
ス

　

ポ
ー
ツ
課
（
豊
5
6
・
1
1
1
1

内
線
5
3
2
）

越美北線利用促進事業
～サンダーバードエクスプレスで行く～

神戸港クルージングと大阪usj

日程2月23日本～24日哨レ

行き先大阪ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

　　　　

神戸ハーバーランドなど

対象中学生以上の市民

　　　　　

（中・高校生は保護者同伴）

金額19，850円（宿泊・入場料含む）

　　　　

※旅費24，850円のうち，市が5000円

　　　　　

を助成します
募集人員先着50人

受付日時2月ワ日（木～18日非午前8時30分～午後5時

　　　　　

（土・日曜日、祝日を除く）

申し込み方法所定の申し込み用紙にて

申し込み・問い合わせ先

　　　　　

生活環境課市民生活係

－1（容66・1111内線462）、



″

一
’

懲
競
技
で
使
っ
た
ス
キ
ー
板

加
藤
裕
司
さ
ん
（
石
谷
）

　

石
谷
の
加
藤
裕
司
さ
ん
（
二
十
四
歳
）
の

宝
は
、
高
校
一
年
生
の
時
に
購
人
し
た
競
技

用
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
半
－
の
板
で
す
。

　

ス
牛
―
板
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
で
、
長
さ

は
約
百
九
十
惣
。
表
面
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

出
場
し
た
大
会
の
シ
ー
ル
が
何
枚
も
張
っ
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
は
競
技
に
出
場
し

た
際
に
、
そ
の
競
技
で
使
う
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
、
競
技
役
員
の
手
に
よ
っ
て
張
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

小
学
校
四
年
生
か
ら
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
半
－
を
始
め
た
加
藤
さ
ん
。
庄
学
、
高
校
、

一
般
と
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
全
国
大
会

に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

二
番
の
思
い
出
は
、
高
校
一
年
の
と
き

に
出
場
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
。
急
斜
面

で
転
倒
し
頭
か
ら
出
血
し
ま
し
た
が
、
競
技

役
員
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
滑
り
続
け
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
し
た
あ
と
は
、
気
を
失
っ
で
救

急
車
で
運
ば
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
ん
で

す
よ
。
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
病
院
で
優
勝
し
た
こ
と
を
聞
い
た

と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
こ
の
ス
牛
－
板
が
大
の
お
気
に
人

リ
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
ス
半
－
板
よ
り
も

良
く
滑
っ
て
く
れ
る
気
が
し
て
、
こ
こ
一
番

の
レ
ー
ス
で
は
、
い
つ
も
使
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
」

　

現
在
は
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育
成
に
力
を
入

れ
る
加
藤
さ
ん
。
コ
ー
チ
を
行
う
と
き
に
は
、

今
も
こ
の
ス
牛
－
板
を
使
う
そ
う
で
す
。

　
　

「
目
標
は
、
全
国
で
通
用
す
る
よ
う
な
選

手
を
育
て
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
牛
－
の
魅
力
を
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
さ
わ
や
か
に
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

市民のうごき

12月IEヨ現在 前月比

世帯数 11，862世帯 一31世帯

人ロ 40，420人 一引人

内訳
男 19，353人 －25人

女 21，067人 －26人

12月中の異動
転人 43人 出生 23人

転出 84人 死亡 33人

市内の交通事故状況（uヵヽ6．a十）

件数内訳
平成13年
12月末

平成12年
12月末

比較

総イ牛数 733件 655件 十78件

人身

事故

件数 181件 175件 十6件

死者 2人 5人 一3人

傷者 225人 208人 十1ワ人

物損事故 552件 480件 十72件

表
紙
の
こ
と
ば

　

西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
で
例
年

よ
り
一
足
早
く
行
わ
れ
た
ぜ
ん

ざ
い
会
。
焼
き
も
ち
を
入
れ
た

温
か
く
甘
い
ぜ
ん
ざ
い
が
出
来

あ
が
る
と
、
待
つ
て
ま
し
た
と

ば
か
り
に
子
ど
も
た
ち
が
駆
け

よ
り
ま
し
た
。
中
に
は
何
杯
も

お
か
わ
り
す
る
元
気
な
子
も
。

み
ん
な
体
の
芯
か
ら
あ
た
た
ま

つ
た
よ
う
で
す
。

編
集
後
記

　

ガ
チ
ガ
チ
に
凍
つ
た
路
面
を
歩

い
て
の
通
勤
。
冷
え
込
ん
だ
朝
は

指
先
の
感
覚
が
無
く
な
り
、
荷
物

を
持
つ
こ
と
さ
え
つ
ら
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
朝
日
に
輝

く
幻
想
的
な
銀
世
界
に
見
と
れ
、

思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と

も
。
間
も
な
く
立
春
で
す
。
冬
な

ら
で
は
の
楽
し
み
も
、
あ
と
少
し

で
す
ね
。
（
佐
）

m．見pS・

　

期
待
と
不
安
に
重
く

湿
つ
だ
水
雪
で
明
け
た

新
世
紀
二
年
。
え
と
は

午
で
飛
躍
を
願
う
年
だ

が
、
さ
て
先
行
き
不
透

明
さ
は
晴
れ
な
い
う
ち

に
、
も
う
二
月
？
節
分
、
立
春
、
初
午
の
七
日

を
過
ぎ
て
、
十
二
日
が
陰
暦
の
元
日
。
つ
ま
り

旧
正
月
だ
が
、
当
地
で
も
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で

は
旧
正
の
慣
習
が
続
い
て
い
た
。
ど
の
家
で
も

餅
を
つ
き
、
か
き
餅
を
食
ぺ
、
神
棚
に
餅
花
を

飾
っ
て
祝
っ
た
▼
と
り
わ
け
餅
花
は
印
象
深
い
。

飾
り
木
に
紅
白
の
餅
切
れ
や
団
子
、
稲
穂
や
繭

菓
子
、
小
判
に
宝
船
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
縁
起
物

を
あ
し
ら
っ
て
取
り
つ
け
る
。
ま
る
で
パ
ツ
と

花
が
咲
い
た
よ
う
に
カ
ラ
フ
ル
で
、
福
を
招
く
。

繭
玉
に
団
子
花
、
俗
に
小
判
つ
十
ソ
と
も
▼
か
つ

て
は
見
慣
れ
た
旧
正
風
俗
も
す
っ
か
リ
廃
れ
て

今
で
は
、
農
村
部
に
わ
ず
か
に
名
残
を
と
ど
め

る
だ
け
。
そ
こ
に
は
懐
か
し
く
、
古
き
よ
き
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
暮
ら
し
の
ぬ
く
み
も
感
じ
ら
れ

た
が
▼
戦
後
の
新
生
活
運
動
は
一
応
の
成
果
が

あ
っ
た
が
、
一
方
的
な
合
理
化
は
地
に
着
い
た

固
有
の
生
活
文
化
を
も
失
っ
た
。
前
世
紀
末
に

は
効
率
化
優
先
シ
ス
テ
ム
の
つ
け
、
ひ
ず
み
を

見
直
し
、
反
省
か
ら
の
発
想
転
換
「
何
か
を
つ

く
る
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
い
う
地
域
文
化
論

の
選
択
肢
も
で
た
？
す
っ
ぱ
り
雪
に
埋
も
れ
て

営
ま
れ
る
旧
正
月
（
に
限
ら
な
い
）
な
ど
の
行

事
が
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い

を
醸
し
出
す
。
そ
ん
な
「
何
も
な
い
と
こ
ろ
の

あ
る
が
ま
ま
」
の
光
景
が
、
た
だ
古
い
も
の
を

残
す
懐
旧
で
は
な
い
資
源
、
新
し
い
魅
力
の
再

発
見
に
つ
な
が
る
▼
癒
し
の
旅
情
を
誘
っ
て
地

域
観
光
面
で
も
案
外
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
（
武
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
・
・
‐
）
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